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――西村先生、こどもERとは何ですか？その特徴
も教えてください

　こどもERとは、ひと言でいうと小児の困ったこと
にまず対応するシステムのことです。
　ERという言葉はアメリカのドラマ（ER緊急救命
室）や、メディアでもよく特集を組まれ耳慣れたも
のになってきていると思います。
　ERとはEmergency Roomの略で、直訳すると
救急救命室という、救急外来のようなスペースを
表す言葉ですが、一般的には北米型のERシステ
ムのことを指します。
　北米型のERシステムとは全ての救急患者を受
け入れ、専門医によって全ての科の診察、および
初期治療を行い、必要があれば各専門科に相談
（コンサルト）するというシステムです。
　部長の人見知洋医師と自分の前任地が、高度
救急救命センターでER型の診療を行っていたこ
ともあり、北斗病院こどもERの場合も一般的な風
邪や胃腸炎などの内因系疾患だけではなく、怪我
などの外因系疾患も対象とし、こどもであればまず
診療を行うというコンセプトで、こどもERという名
称になりました。
　またERシステムにはトリアージという考え方があ
り、受診患者さんの状態を評価（トリアージ）し、緊
急性が高く、早急な治療が必要な患者から診療を
行っていくという特徴があります。

――こどもERにはどのような患者が来ますか？

　対象が赤ちゃんから中学校卒業までと、制限が
年齢だけですので、どのような訴えであれ、小児科
受診希望であればまず受け入れます。
　一般小児科で診察するような風邪や胃腸炎な
どの感染に伴う疾患や、痙攣などの緊急を要する
疾患、アレルギーの相談、長引く体の不調を訴え
る相談なども、まずこどもERで対応し、必要に応じ
て、専門医に相談します。
　また、ベットから落ちたことによる頭部打撲や、
転倒に伴う怪我、やけどなども初期対応を行い、
必要に応じて脳神経外科や形成外科等の専門
医に相談します。
　受診形態に関しても、通常の独歩来院だけで
はなく、時間は限られていますが救急車の受け入
れも行っています。

――新型コロナウイルス（COVID 19）感染流行
で変化したことはありますか？

　患者さん同士や、患者さんと医療従事者間で
感染を起こさせないようにするため、風邪症状や
発熱がある方とない方で、来院から診察、帰院ま
での流れを分けました。風邪症状がある方は、カー
テンで仕切られた個別のスペースで、マスク、手袋、
ガウン、ゴーグルなどの感染防護具を使用した状
態で診療しています。変更当初は、外見の違いか
ら驚いて泣いてしまうお子さんもいましたが、最近
はだいぶ慣れてきていただいた印象です（笑）。ま
た診察スペースが限られてしまうため、受診患者さ
んが増えてきた際は、車内で待機していただき、順
番が来たら電話連絡する方法に変更しました。

――病院で感染する可能性があるので、できるだ
け受診をしないようにしているという声も聞かれま
すが、小児科受診の目安はどうしたらいいです
か？具体的な症状に応じて受診の目安や、家庭で
の対応のポイントを教えてください

　原則として食事・飲水ができている、遊べている、
眠れている、この3点ができていれば大丈夫です。
こどもは正直なので、余裕があるうちは機嫌良く遊
びますが、きつくなってくれば機嫌悪く、ぐったりして
きます。お子さんの元気そう、きつそうという感覚が
大事になってくるので、そこを見てもらえればいいと
思います。もう一点は時間とともに良くなっている
のか、悪くなっているのかという時間経過が大事
になってきます。ただ、特に初めてのお子さんの場
合はそうですが、ご不安な場合や、聞きたいことが
ある場合は遠慮なく電話していただくか、受診して
ください。

具体的な症状に対する
観察のポイントとして

　1咳や鼻水などの
　　いわゆる風邪（上気道炎）の場合

　先ほどの原則に加えて、息をするときに肩が上
がっている・呼吸の回数が早いなどのきつそうな
呼吸をしていないか、顔色が悪くないか、痰が絡ん
だゴロゴロ、ヒューヒューするような変な音がしない
か確認していただき、そのような症状がみられる場
合は受診してください。

　可能であれば頭を高くして呼吸が楽な体勢をと
ること、水分摂取を心がけ、脱水にならないように
するなどがあります。
ただし、お子さんの年齢が小さいほど、うまく痰を
出せないので、痰と一緒に嘔吐することがあります。
そのため、飲水・食事ともに1回量を少なく、回数を
多くして、少量・頻回の摂取を心がけてください。

　2嘔吐や下痢などの胃腸炎の場合

先ほどの原則に加えて、顔色が悪くないか、反
応が鈍くないか、腹痛で顔をしかめたり、苦しそうで
はないかを確認し、そのような場合は速やかに受
診してください。
　加えて、嘔吐・下痢の場合は、飲水ができてい
るかがポイントになります。
　一般的なウイルス性胃腸炎の場合、始めに嘔
吐し、その後下痢をしてくることが多いので、嘔吐
が落ち着き、下痢をしていても飲水ができていれば、
様子を見てもいいと思います。

　嘔吐・下痢等の症状がある時は、おなかの動き
が悪くなっていて、一気に水分を飲ませると、消化
できず嘔吐してしまうため、先ほどと同様少量・頻
回の水分摂取を心がけてください。
　具体的には2歳未満であれば、ティースプーンで
1～2分毎に与える、2歳以上であれば、コップに少
量入れて、根気よく与えてください。
　内容はお水・お茶よりも、アクアライトやOS-1な
どのいわゆる経口補水液の方が、体内吸収がい
いと言われています。ただし、味の問題で好まない
お子さんもいるので、その際は飲める物を飲ませて
あげてください。

　3けいれんを起こしている場合

　こどもの脳は発達段
階にあるので、特に熱
が出たときなどけいれん
を起こしやすいといわれ
ています。けいれんを起
こしていると気がつい
た際は、まずご自身が
落ち着くことが大事で
す。吐くことがあるので、
吐物を吸い込まないように体を横に向け、口の周
りにある唾液、吐物は拭き取ります。
　また噛まないように口に指や割り箸を入れたり
すると、刺激で嘔吐することがあるのでしないでく
ださい。
　その上で、けいれんに気がついた時間を確認し、
けいれんの様子を観察します。できればスマホなど
で動画を撮影できればなおいいでしょう。

　一般的にけいれんは5分以内に止まることがほ
とんどなので、5分間を目安に観察し、止まらなけれ
ば救急車を要請しましょう。
　止まった場合や、よくわからない場合は、日中で
あればかかりつけ医療機関に、夜間であれば帯広
市急病テレホンセンター（☎0155・26・1099）へ連
絡してください。

　4ベットから落ち、頭を打った等怪我をした場合

　まずお子さんの様
子を観察してください。
顔色が悪い、反応が
鈍い、何回も吐くなど
の症状がある場合、速
やかに医療機関を受
診してください。また、

大きくて、ぶよぶよしたたんこぶがある場合や、圧
迫しても出血が止まらない場合も受診を考えても
らった方が良いと思います。その際はどれくらいの
高さから落ちたのか、打撲の場合はどのように打っ
たのか確認をしてください。

　元気な場合は経過を見てもらっていいと思いま
すが、後から頭痛、嘔吐、元気がないなどの症状
が出ることがあるので、受傷後1日は様子を見てく
ださい。

――最後に、今後の抱負と保護者の皆さまへの
メッセージをお願いします

　こどもの健やかな成長と健康のため、こどもであ
れば、どのような病気であれまず診療するというス
タンスで、スタッフ一同診療しています。
　お子さんのことで心配なこと、相談したいことが
あればお気軽に受診してください。

特集 REもどこ

内因系疾患から外因系疾患まで！
感染に伴う疾患、緊急を要する疾患、長引く体の不調、
転倒に伴う怪我、やけどや頭部打撲などなど

対応は赤ちゃんから中学校卒業まで！
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風邪症状のない方 風邪症状・発熱のある方

待合室にて待機

通常の診察室
にて診察

個別スペース
または車内にて待機
（電話連絡）

個別スペースで
感染防護具着用にて診察

対応のポイント！
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